
Title 経済的原則の意義
Sub Title
Author 気賀, 健三

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1932

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.26, No.4 (1932. 4) ,p.573(59)- 603(89) 
JaLC DOI 10.14991/001.19320401-0059
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19320401-

0059

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


:

氣

: ;
賀
 

'

-

健

三

 

_

I

序

論

i
r

經
濟
的
原
則
の
意
味

ヽ

三
利
己
主_

过
經
濟
的
股
：則
：. 

.

，

四

'
'經
濟
的
原
則

I

犯
の
意
義
い

(

;

'
ソ

ベ

^

ぺ

五

':
'

:
經
澉
的
原
則
の
方
浓
龢
的

.
意
義

: '
.

.

へ

へ
.
.

「

.序

論

ペ

',

.

.
:

經
濟
學
は
社
會
总
：け
る
人
間
の
：經
濟
生
活
を
：考

察

、.
：
而

し
て
此
經
濟
生
活：

の
中
■

す
る
因
果 

が
法
則
の
究
明
か
到

置

濟

學

菜

來
の

任
零

あ

る

ビ
す
れ
ば
、
此
目
的
を
達
成
す.
る

营

取

る
可

き

方
法-yj

し 

て
は
ダ.
つ.

^
的
方
法
に
依
つ
て；

：一

定
の
力
'を
孤
立.
的
に
'作
用
す
る.
名
のVJ

見

做

し

て

其

因

果

的

經

、過

を

硏

究

す 

る
I

s

要
で.

I
。
而
し
I

れ
に
は
、
先
づ
其
議
的
出
發
S

於
：て
、
：1

s

經
濟
的
社
會
麗
を
支 

配
す
ベ
：產
本
的
原
則
を
抽
出
す
：る
' I
;
が
必
要
'で

管

O

故 

又

近

く

は

塊

太

利

學
派
今
人
そ
の
多
く
は
テ
世
間
普
通
に
所
謂
冬
經
濟
的
原
則
ハ
韪
ー-
ハ
本
令
も
^

蕾

i

十

六
#

S
.七
6

”

經

濟

的

爵

办

襄

マ

 

.笫

例

芩

芄

：
汍

經

濟
.的

原

則

の
意

義



贫

I

翁

.謹

I

I

I

 

I

ぎ

而

し

て

f

本

原

則

：は

.
、

：

常

然

、

之

I

出

發

す

|

8

的

I

I

零

爲

I

I

:

の

：で

ぁ

I

I

ミ

 

又

經

濟

的

：

#

會

現

象

，菜

質

翁

示

す

る

の

，で

あ

る

募

 ̂

. 

i

• 

S

':
此

經

濟

l

i

l

l

i

l

つ

て

一

定

し

て

'

I

。
間

I

議

.

1

l
o

r

l
r

l

l

' 

:

パ
て
、sc

i des k
le
l?
M
IS

 

f
 

.

然
る
I

所

謂

る

馨

的

原

則
I

も
：
.
の

歲

て

，は
い_

主
顆

 ̂

ず
し
も
f
 

釋

か

i

し
て
居I

K
f

:
s

。

從

？

此
原
則
の
無
意
義
s

f

を
主
張
す
る
人
々
の
f

在

？

、

^ / 

そ
が
く
の
立
場
か
ら
' 
各 
<獨
自
の
解
釋
を
下
し
て
以
て
之
を
攻
擊
し
て
®
る
。
蕾

、

一
部
の
人
々
の
間
こ

£ 

て

は

ぎ

濟

的

？

は
人
間
S
I
.

固
利
心
s
:

f
同

I

視
f

れ
、
經
濟
的
行
f

す

叉

間

は

何

れ
t
 

身
の
利
益
ょ
4

k

何
物
I

省
f
 
s
s.

、
f

繼

せ

ら

K

。
例
I

古
典
8

S
代

表

蒙

者

2

、

タN

 

K

ミ
ス
ゃ
テ

ゥ

ト•
リ
カ
丨
ト
-
なV

J
の
著
書
を
釋
く
も
の
は
、
何
人V

J

雖
も
此
感
を
深

ぐ

す

3

こ
相
違 

S

。
此
¥

ぅ
し
て
ブ
レ
ン
タ
ノ
、

'

シ
广
、ク

T

ス
等
震
史
派
の
人
々
や
、
、i

ラ
’
I

s

rr
f
歷
史 

I

の
人
達
は
、
相
S

S

典
S
.

Q

I

§

I

架
空
S

象

論

昼

せ
i

?

鑒

？

 

S

 

說
史
上
著
名
I

方
|

|

?

5

£

、
又
、I

货

け

る

、I

I

の
代
S

S

、
ォ
;T

T
U
: 

ノ
ン
は
猶
濟
的
I

を
ば
、
利
己
主
義
個
人
主
義
S

1

視
し
、
個
人
2

體
を
離
れ
て
考
へ
る
5

ょ
P
,
來
ミ 

^

K

s

0-
®
す
る
i

し
I

み
意,

ぁ
f
 
S
I

主
義
S

力

へ

.

f

 

S

經

濟

現

象

の

社

會

的

法

的

性

質

I

調

し

て

著

名

な

る

ヵ

丨

ル

•

デ

ィ

丨

ゲ

は

：、

所

謂

る

社

# -
:

.

.

. 

.

• 

.
.

.

-
 

-

-

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

.

法
的
舉
派
の
立
場
か
ら
、
此
經
機
的
原
則
は
、#
觉
軍
^
技
術
的
衣
私
經
濟
的
原
則
'で
あ
っ.
て
、：理
論
的
國
.民
經
濟
學 

(Theo
retische  

N
ational

orko
n
o
m

ie)

k
取
っ
て
は
、
何
等
の
根
本
的
意
義
を
も
有
し
な
い
も
の
.で
あ
る
ど
論
じ
て

居
る
。
そ
れ
か
ら
又
今H：

多
數
の
學
者
の
說
く
如
く
經
濟
的
原
則
が
、
人
間
の
现
性
ょ
6

必
然
的
k

生
ず
ベ
5

合
现 

主
義
の
原
則
で
あ
る
ビ

し
て
も
"

經
濟
的
社
#

現
象
の
硏
究
を
目
的
ビ

す
る
經
濟
學
R

於
て
、：

斯
く
の
如
§
個
人
的 

原

則

に

依

つ

，て

.

「

經

:»」

の
意
義
?:
決
定
ず
る
こ
7レ
は
不
可
能
で
あ
る
ビ
說
く
も
の
が
あ
る
o
近
代
に
.於
け
る
R
界
效 

用
學
派
の
布
力
な
る
代
表
者
ァ
>

 

フ
レ
ッ
ド
:*

ァ
モ
シ
は
即
ち
斯
樣
な
說
を
稱
へ
る
一
:

人
で
あ
る
。

ノ 

.

本
論
文
の
目
的
は
、
此
の
斯
謂
る
，經
濟
の
本
則
，.な
る
も

の

 

>

意
義
を
‘
明
^

し
；て

、

述̂

0
_

の
解

#
や
非
纖
の
何 

れ
が
姐
當
視
す
可
き
も
の
で
あ

A
、
又
其
非
雛
は
何
.
な
る
程
度

^
で
承
認
す
ベ
さ
も
の
で
あ
る
.や

5:
硏
究
す
る
ヾ」

尚 

時
^

、
此
原
則
が
卿
論
*

濟
學
の
根
本
原
則
^

し

て如
！！
：

な

る

意

義

を
^ '

す
る
や
を
論
說
せ
ん
ど
：す
る
の
で
あ
る
。

:

:

1
ヤ
^̂
^

:
:吾
々
は
先
づ
最
初
^

ハ

此
-«

濟
的
原
則
が
、
.
今
^

最
も
普
通
に
如
何
^

解

釋

也
-̂

れ
て
居
る
^

を

知

も

ね

ば

な

ら 

ぬ
。
而
し
セ
此
al
R

於
て
權
威
あ：

る
著
名
な
諸
學
者
の
言
を
聞
ぐ
.
:̂
<

は
:;
_

ふ
'に
之
が
疋
赏
の
；解
釋
^
達
す
べ
さ 

最
も
確
實
且
.っ
最
も
明
瞭
な
方
法
で
あ
ら
う
。

.

其
處
で
先
づ
、
古
典
學
解
の
最
後
の
代
表
者
ジ
ュ
•
チ
ス
•
ミV

か
此
點
R
關
し
て
何
う
言
っ
て
居
る
か
を
窺
ば
う
。

日

く
. 

■ 

'
 

:
'

〈

，
.
：

.,「

經
濟
遵
は
社
會
的
淑
能
^

依
つ
て
更
變
せ
ら
れ
/2
:る
も
：の

？
し̂

:«
/2

气

入

間

の

性

質

を

：取
扱
：
ふ

も
.0

で
も
：
 

な

け

れ

ば

、

ヌ

社

會

妃

於

せ

る

人

：間
め
行
，爲

全

體

を

取

®

ふ
も
0

货
^

*

い
。.
:«

ら

赏

を
«

ん
.之

苳

を

願

望

す

：る

务

^
1
1.

^
1- 

•

.

.

.
第
四 _
 

六

--



笫H

十
六
.卷

：|

六〕

錘
濟
的
原：

則
の
：意

義

.

靜

四

龈

?'
一

-
の
f

'て
、
將
5

興

葛

4

f

る
f
 
s

t

、s

f
 
f
 
S
 

る
人
間
1

す
る
■

で

翁

パ

社

會

|

め

霞

象

の

中

‘

を
豫
f

る
も
の
で
あ
る
。
：
.
.
•經
濟
學
は
人
類
を
ば
、
偏
k
富
の
獲
得
並
k

消

費

象

念

す

f

の
ど
し
て
3

、
 

す
る
.の
：.で
あ
る」
。
'
S
ニ
.

)

.

 

>

J

-:
°

*

-
-
;

 

.V , 
■
 

.
 
..
 

,  
.
.
V
'

 

,

.

.

.

 V.-'  

.

.

.ヤ"

.

.

.

:

- 

W
.
I 0̂ 

s
g i

i
 questions of p

l
c
a
l

 Economy, 

3
,d 

edit. 

I
f
, pp. 

I37-I3S.

此
定
1

被
り
て
«
れ
；ぼ
、
：5

學
の
對
象
は
、
.人
間
§

 

こ 

好
ら
ダ
る_
，
し

て

此

養

费

芝

爲

に

人

間

は 

'

「

各

擊

段

相

互

，
の

效

馨

：

判

斷

す

る

能

力

あ

る

，
も

り

」

晶

定
 

f

る

务

f

ち
I
濟
的
源
却
'驢

袭

外

な

ら

ぬ

。
經
濟
の
歡
味
は
人
間
の
斯
檨
な
經
濟
的
原
則
益
ふ
ザ
爲 

V

其
對
漂
物
質
的
財
貨
で
あ
るw

 

i

 

i

 

k

«

0

 

V

決

せ

繁

f

の
i

s

i

が
出
來
る
o

 

次
に
ベ
近
代
k
於

て

、：
英
國
进
典
學
說
を
繼
承
し
て
之
を
大
成
せ
ミ
言
は
れV

居
る
マ
I

シ
ャ
ル
V

:

聞
か
ぅ
。
マ 

I

シ

S

特

に

所

謂

る

篇

3

_

樣

稱

す

べ

f

 

Q

S

:

て
は
s

 

1

節
次
、
人
遢
の
于

露

し

X
、
i

f

 
f

 下.」

s

i

f

 
t

i

t

 

h

 

s

『

貨
名』

又
t『

一

般

力

』

又
；は『

物
質
的
富
；̂
對
す
る
支
配
力』

が
、經
濟
學
の
目
指
す
中
心g

で
あ
る

€ C  

1

ど
I

I

あ
る
。
が
併
し
f

l

る
の
は
、'何
萎

幣

f

物
質
的
富
f

が
人
間
の
努
力
の
主
要
I
 

孟

る

爲

で.

I
け
れ
ば
、
I

れ
ら
の
も
の
I

S

S

I

I

し
て
I

s

f
 
I

I
 

i ;
l
な
7

? i
r #

a

t<
W

吾

々

の

此

裳

£

て
は
を
■

、人
間
の
動
機
を
大
I

砰
4

測
定
す
る
k 

イv
.

一
 1

手
i

あ
？

？

あ
る
。」

1

)

ど
。，
f

由
っ
て.
觀
れ
ぼ
、

マ
I
シ

へ

.

I

I
の
、I

學
の
對
象
ミ
す
ベ
'

&

上
間
の
行
動
は
”

_

| «

自
利
心
.の
，み
ょ
^
生
ず
る
物
質
的
欲
望
滿
足
.の
爲
の
行
動
で
は
な
く

し

 

て
、
唯
*

:

澌
；
方
面
か
ら
觀
蔡
し
介
，世
間
普
通
の
人
間
の
碑
性
的
行
爲
^
過
ざ
ぬ
こ
ミ
が
了
察
せ
ら
れ
る
卜
で
あ
ら
ぅ
。

マ
ー
シ
ャ
ル
は
續
け
て
日
べ
.、
：

「

若
し
^

舊
さ
經
濟
學
漭
等
が
此
事
實
を
明
瞭
^
辨
へ
て
居
っ
た
攻
ら
ば
幾
多
の
悲
む 

可
&

髎
說
を
免
れ
て
：居

っ^

で

あ

ら

ぅ

？

而

し

て

其

擞

洽
^

は
、.，入

間

め

努

カ

の

：
疋

當

な

る

目

的
や
霄
の
正
當
な
る 

用
途
に
關
す
る

：、
.

力ー

ラ
ィ
ル
及
び
ラ
ス
キ
ン
の
立
派
な
敎
義
も
、
斯
の
經
濟
學
が
富
R

對
す
る
利
己
的
な
願
祟
以 

外

一

切
の
如
何
な
る
；動

機^

^

關
係
す
る
も
の
で
は
な
.
.

s
_
v

か
、
或
は
又
甚
だ
し
さ
は
經
濟
學
は
貪
黎
な
る
利
己
主 

義
の
政
策
?:
_

々
e

敎「

へ
a

む
も
の
で
.あ
る
^

い
：ふ
如
,

誤

.0
;̂

信
靠
に
«

4

て
、
經
濟
學
R
,
向

：
っ

て

，
苛

酷

な

攻

擊
 

?:

爲
す
^

.v
>

^

雜

な

.z
w

R

«
--
>

^

^

5

n

6

r
J

 V
J

 

は
無
於
っ
た
で
あ
ら
ぅ
.

J. 

cll
-
::s
^

o 

マ
I
 

シ
ャ
ル
の
此
定
義
に 

照
し
て
觀
れ
ば
、へ
三

V

が
經
濟
學
^

於
允
は
‘广
人
間
は
珠
ら
物
質
的
欲
望
の
滿
足
の
み
を
目
的w

す
るM

ヒ
を
假
定 

し
た
こ
せ
^

對
しH

、

異
論
が
生
じ
て
來
る
で
あ
ら
ぅ
が
、
饼
し
ミ
^

が

人

間

は

斯

ー

る

目

的

達

成

の

爲

^

.:「

各

種

手
 

段
相
a

の
：效
カ
を
判
斷
す
る
能
力
を
有
す
.
.る
も
.め」

：'
ど
假
定
し
た
义
^

^

依
っ
^

觀
れ
ぱ
經
濟
學
^

_

す
る
ミ
.
ル
の 

假
定
は
必
ず
し
.も
利
己
主
義
ヒ
同1

視
'̂

る
：可
さ
で
は
#

い
.、で
#>

ら

-5

。:

蓋
：し

人

間

が

物

質

的

欲

望

の

'み
を
有
す
る 

冗

假

定

す

石

乙̂

は

其

自

體

利

己

虫

義

的

行

爲

ど

必

然

的

關

係

を

有

す

る

譯

で

，は

衣

'い
1>

、

又
此
：目

的
の
爲
に
役
立 

っ

諸

手

段

：の
效
カ
を

此

較

：判

斷

す

る

^

い
^

之
:̂

も
.、
：.同

じ

ぐ

利

已

主

義%

同

ー
_の
意
：味
:5
:

含

む
^

.0

で
は
な
い
か 

も

で

あ

る

。
：
ミ>

^

在
っ
；て

夜.
，
マ

ー

シ

。
ャ

ル

^

の
原
則
ミ
:1
,
て
^
^

--
5

可
^
^
あ
る
。:1

:

.

.
餘
三
...

^
 

0̂. 

W

O

O

P
O
B
.̂

OV. 

1
8
900
、V

o
h

 

I,P
'.S

3
.

第
二
：十

六

卷

：

S

七
七

〕

經

濟

的

原

則

の

襄

 

I 

第
四
號

 

六ーユ



室

十

六

卷
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五
七
八
V

鸫
濟
的
原
.

f

意
靡 

第
§

六
”

課
四 

M
arshall; ibid, P

,S
3
'

'-
^
々
は
®
.̂

力
法
論
の
硏
究
の
盛
な
る
獨
逸
の
諸
學
者
に
就
て
考
察
し
て
見
る
な
ら
ば
、
所
謂
る
經
濟
的
原
則 

は
マ-

シ
ャ
ル
等
ょ
I

.一
 
層
坝
瞭.
^
方
法
論
的
に
定
義
^
れ
セ
房
る
之
せ
を
知
る
で
：あ

-.
&
ぅ
。...例
：へ
，ば
フ
，ィ
リ
ッ
。ホ. 

ク
,
プ
繁
瀨
濟
原
論
此
於
て
日
く
、「

人
辟
或
種
の
效
用
を
期
待
す
ベ
各
揚
合
、
即

ち

利

益

が

犧

牲

ょI.

層
太 

な
る
：見
込
あ
る
揚
食
の
み
敢
て
：犠
牲
を
供
す
ベ
ベ
、
而
し
て
諸
種
の
行
動
並
は
財
貨
使
用
の
順
序
を
定
む
る
に
祭 

し
4
は
可
及
的
犠
牲
を
節
®
し
、
之
k
依
ぅ
て.
寧
く
る
利
益
：を
ば
可
及
的
大
身
ら
：し
む
る
i
X
藤
む
る
で
あ
f

、
 

斯
様
1
1:
は
論
自
然
の
？

あ
つ
て_

的
I

®

的
的
行
動
の
結
果
で
あ
る
か
ら
、
軍
S

質
的
方
而
に
於 

て
の
み
準
據
せ
ら
る
、
原
則
S

J

の
で
あ
る
。
親

し

、
：此
原
則
は
經
濟
的
方
面
k
於
て
特
論
著
S

は 

る
も
の
で
あ
る
が
爲
R
、
1
*
R
之
を
經
濟
的
原
則
e
«
す
る
の
で
あ
る』

.
g
五〕

$

フ
ィ
ジ
ッ
ボ
グ
ィ
ッ
チ
S
L
 

は
，
此
經
濟
的
原
則
は
人
の
財
貨
供
給
ど
い
ふ
客
觀
的
目
猶
ど
併
せ
て『

經
濟』

Q

囊

£
:
定
す
る
根
本
原
則
ミ
考

へ
ら
S

。經

濟

霧

の

對

象

爲

る

可

產

象

は

蕃

的

原

則.
の'遂
行.
ょ
ぅ
生
.ず
る
現
象
：の
み
を
包
括
す
る(

I

Ik
:九 

E
u

g
e

n

 

^
 

Ô
O
D
OB
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註
六
氣
贺
勘
溝
說
、
フイ设經濟

-

|

、
策
一
編
、
笫
三
章
參
照

0

■

•
«

濟
的
原
則
の
意
義
i

様
S

要
視
す
る
も
ぶ
獨
ぅ
フ
ィ
，，
ッ
ポ
.

グ
ィ
ッ
チ
許
办
で
は
f

、
歴
史
學
派
こ
反
對 

の
立
場
を
.
取
る
者
伤
ヘ
'
ば
、
サ
ソ
ク
ス
、
デ
ィ
，
：ツ
エ
ル
、
ヮ
グ
ナ
I

、
メ
ゾ

ガ
丨
等
：の
：如
t

亦
同
様
の
見
地
k

立
つ
て 

f

。：
即
ち
，ザ
ッ
グ
ス
.は
人
間
の
無
S

欲
f

 T

條
: #
£

て
の
、
|

真
X

、

動

情

i
力
しV

.

ビ
人
力
？

使

窄

莖

：薇

し

S

得

廳

響

生

顧

4

f

f
s

大

な
ら
し
む
る
様
^
人
間
の
行
爲
を
楚
向
け
5
、必
要
が
生
じ
て
來
'る
？
之
こ
そ
即
ー
ち
經
濟
的
原
則
ビ
稱
せ
ら
れ
て
屉
る 

所
の
も
の
で
あ
る
。
人
間
.の
行
爲
が
此
見
解
に
1
致
す
る
場
.合
^
吾
入
は
之
を
經
濟
：ビ
呼
，ぶ」
ど
。(
誰
£

難
七 

E.  Sax;  Das  w
ess  

氛 die  A
ufgabs  

 ̂
 ̂

p 
>.• 
I
g
 
 ̂Objekt  und  crund-  

cr'egriff  der  thecretiscben  N
ationai

oikonom
ie;  s.  74.

即
ち
ザ
ッ
ク
'ス
^
在
っ
'
:ては
.、，
經
濟
の
意
義
は
審
ら
經
濟
的
原
則

:̂
依

っ

て

定

め

ら

れ

.
.5.

0

吾
々
は
最
後
^
デ
ィ
ー 

ッ
，

の
所
言
を
曙
い
て
經
濟
的
原
則
.に
關
す
る
參
照
を
終
ら
ぅ
。

.
' 

.

.
,

ラ
ィ
ー
ッ
ュ
产
に
依
れ
ば
經
濟
迎
論
の
職
分
は
杣
象
的
方
法
^
依
る
經
濟
的
社
會
项
象
の
分
析
で
あ
る
。
之
が
爲 

R
は
、
.：經
濟
琊
論
は
經
濟
的
.社
會
證
の
囊
を
ば
經
濟
的
動
機
即
ち
人
間
は
媒
ら
物
質
的
財
貨
の
獲
得
の
み
を
0 

的

ど

す

尝

2

動
機
か
ら
醫
せ
ね
ば

I

s
。
此
_

的
議
は
決
し
て
利
己
主
義
基一.

視
す
べ
さ
で
は
な 

S

。
紙
？る
^
之
を
混
同
し
た
結
果
、
歷
见
學
派
は
古
典
學
派
の
杣
象
的
方
法
,̂
.對
，し
'て
攻
擊
の
的
を
置

い

た

の

で

あ

 

る
。
而
し
て
利
己
主
義
の
假
定
を
排
し
て
、
經
濟
學
R
經
濟
的
動
機
の
©
定
、
夂
は
此
動
機
の
み
^
依
っ
て
行
動
す 

.名
人
間
、
即
ち
經
濟
人(e

c
o

n
o

m
ic

 

m
a

n
)

の
假
定
を
設
け
た
功
績
は
、
醫

擧

げ

た
、
、'、：ル
其
人
k
歸
す
べ
さ

で

あ 

る

是

：れ
實
R
n方
法
論
に
於
け
る
根
本
的
進
步
し

餘
八
>
を
導
け
5
も
，の
で
あ
る
ゼ
し
て
同
氏
は
.ロ

を

極

め

て

ミ

ル

宴

揚

し

V

居
石
。一

袭

f

經
濟
_

s

.

露

前

提

E

S

段
の
原
鄭
の
於
提
ヵ
必
要
で
あ
る
。
，換
言
す
れ
ば
、
經
濟
人
は
、
經
濟
的
.欲
望
の
被
害
を
.可
及
的
少
く
し
て
經
濟
的

欲
望
の
滿
足
を
可
及
的
多
大
套
し
め
ん
募
.ひ
る
，為

爲

定

泛

る

。
：經
濟
人
の
經
濟
的
行

原
則
、
即
ち
人
間
の
1!
性
か
ら
生
ず
る
必
然
的
原
則
k
依
存
す
る
も
の
で
あ
る
乙
ビ
は
、デ
ィ
ー

ッ-
ル
.が
最
も
得
v

a

こ

.筇
1一
十
一
へ
卷C

五
七
九)

鞀

濟

的

赌

則

の

意

義

.

、
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六
六 

a
り
又
颇
る
：熱
心
k
虫
，張
す
，る
爾
：ヤ
あ

:̂
:
:
1
?「

經

濟

的

：原

則

(

デ
< 
丨
ッ
土
ル
は
此
原
則
t.
ば
：時
k
節
約
の
原
則
ど 

も
呼
ん
’セ
®
る)：

ば
，
：•- 
•
あ
^
’ゆ
る.
理
性
的
行
：爲
の
自
然
的
範
W
ど
じv

徹
底
^
る
。

れ
は
一
般
的
次
合
现
主 

_

の
原
則
で
あ
る
«--..(

黏
九>
ぜ
。
，此
節
約
の..原
則
に
從
ふ
行動

.！

£
無

限

の

：
欲

戴

ふ

有

限

の

，手

段

？

の

.
間
の
不
調
和
 ̂

, '

い'冬
こ
^
か
ら
必
然
的
^
生
じ
ば
來
る
戈
の
な
：0
で
あ
る
。',:蓋
：し
此
本
調_

;1
7

)

^
ず
る
电
^
 

定
量
の
手 

段
^
對
し
て.
節

約

：を
：行

は

ね

ば

次

ら

ぬ

が

ら

で

あ

る

0.
::然
ら
ば
此
理
性
必
然.
の
.法

埘

が

.
れ

ぶ

の

：
で

あ

る

..■か
：ビ.
い

右

、
そ
れ
：は.
畢
竟
«
濟
の
！|

臺
k
於
て
此
原
則
の
本
質
ビ
作
用
^
が
最
も
明
瞭
に
觀
収
3 

る
、
か
ら
で
あ
る
。
經
濟
の
舞
毫
ど
は
即
ち
經
濟
的
動
機
4
へ
生
ず
る
人
間
の
合
i!
l!
的
行
動
の
舞
*
、
換
言
す
れ
ば 

物
質
的
な
欲
望
の
：滿
足
を
目
的
ビ
す
る
行
動
の
价
界
を
言
ぶ
の
で
あ
る
。
：&̂̂
^
^

A 

m
md«. 

wo

独

九

'.H*  D
ietzeli  a.  

p 
〇• S.  177 .

0 

- 

o H
.
d
i
e
t
z
e
l
;

F a
.

〇
•
 s, 

77 

ff ； 

1
7
5=5
參

照

。：
. 

•

以
上.
の.
：參

照

杈

依0
て

、
；
經

濟

源

肩

の

意

義

は

太

體

，之

5:
了
解
す
る
乙
ど
が
出
來
る
で
あ
ら
ぅ
0
即
ち
先
づ
第
一 

^
肽
此
原
則
は
.»
な
る
刺
己
主
義
の
原
則
で
ば
'な
：く
し
て
\;
飽
く
ま
で
人
間
の
现
性
^
遊
ヴ
く
合
理
主
義
の
放
則
で 

あ
る
ビ
い
ふ
t
o

差
は
现
論
經
濟
學
の
對
象
た
る
可
さ
、
經
濟
的
現
象
は
總
て
此
原
則
^
依
つ
て
支
配
^
れ
、
 

而
し
て
經
濟
の
意
義
は
、
人
間
の
行
爲
の
準
則
た
る
此
原
則V

J、
：物
質
的
欲
：望
どs

ふ
客
觀
的
な
目
的
^
k
依
つ
て 

«
4
る
^
の
で
‘あ
る
ビ
い
：ふ
己
ミ
で
あ
る
.'
0:
換
言
す
れ
ば
各
個
人
が
最
少
の
«
牲
を
以
て
最
大
の
效
果
を
求
め
る
ど 

s
'.̂

'

純
然.
^
る
俩
人
的
原
則
年
、
' 各
人
が
物
質
的
富
の
獲
得
を
目
的 
>

」
'し
で
：行
»
す 

：

デ
ィー

ッ

.

ふV
の

所
謂
る
經
濟
的
動
機
の
假
定
又
は
ミ
.
ル
の「

經
濟
人」

の
假
定
'

W
R
依
つ
'て
經
濟
の
意
義
が
定.
め

ら

れ

る

の
で
あ
る
。
 

此.
事
は
ミ
ル
、
フ
ィ
リ
ク
ギ
グ
ィ
ッ
チ>
及
び
デ
ィ

I
ツ
キ.
ル
等
化
あ
つ
て
は
朋
瞭
^
了
解
す
る
之
^
が
出
來
る
が
、
ザ
パ
ク 

ス
の
經.

濟
の
定
義
k
於
て
は
經
濟
の
意
義
が
；

lv見
..一

忙
此
原
則
の
み
に
依
つ.
て
决
せ
&

る

：0

即
ち
デ
ィ
ー
ツ
ニ
产

^

於

て

は

、

或

行

爲

を

經

濟

：的

.ビ

看

做

すA
J
^
i<
:

は

、
一

其

行

爲

の

對

象

が

物

質

で

あ

る

ど

い 

ふ

こ

ビ

が

支

配

的

意

義

を

有

し

て

居

之

經

濟

的

原

則

は

寧

ろ

、
經

濟

掷

社

♦

現

象

；.
の

觀

察

の

爲

0

方

法

論

的

必

要
 

か
.
ら

生

ぜ

る

も

の

、
様

で

：あ

る

が

、
'
.
ザ
ッ
ク

.
ヌ
^
取

づ

て

は

で

物

質

的

財

貨

の

獲

得

に

向

け

ら

れ

た

行

爲

が

經

濟

的

原
 

則
に
‘依

つ

て

支

配

さ

れ

て

居

る

場

合

^

、

其

行

爲

が

輕

濟

的

性

質

を

帶

ぶ

る

も

の

ビ

考

へ

ら

れ

て

居

る

。

併

し

な

が
 

ら

此

束

義

^

於

て

も

、

«

:»
學

の

對

象

を

限

.
定

す

る

爲

に

は

_、

對

象

め

物

質

性

が

必

迪

で

あ

る

こ

ど

を

免

れ

る

乙

ぐ

し
 

は

出

^
^
'
.
'-

^

-^
藤

^

^
游

只

.̂

!
つ.V

、

あ

ら

ゆ

る

行

.̂
ヵ

-«
*.
濟
..導
'
の

對

象

V
J

爲
.
る.
も
.
の

で

な

い

ビ

.
は

明

で

あ

る

o 

サ
：,

ク

ス

は

l;
f c
k

' »
濟

が

行

#

ど

言

は

れ

て

居

る

，

; /
の
％

の

を

「

技

«

」

ざ「

»

濟
し
、、」

1̂

分

对

:.
前

者

は

、

人

間

の 

欲

紫

裔

足

.
の

爲

R
物

質
_

手

段

"の.
獲

得

^

向

妙
.
ら

れ

/2
る

人

間

の

行

'®
を

意

味

し

、
後

客

は

.
此

行

爲

が

.經

濟

的

原

則
 

に

支

酡

せ

ら

る
>
揚

合

を

意

味

す

る

も

：のV

爲

し

て

居

.
る

の

で

あ

‘.る
。

技

術

■ど
*

濟

ど

を

分

け

る

こ

ど

は

又

一

筒

の
 

問

題

：で

あ

る

が

、
玆

で

は

唯

*
ザ
ッ
ク
ス

.
も

矢

張

♦

對

象

：の

物

質

性

汽

經

^

5
る
次
^
を
注
意
す
れ
ば
足
々
る
で
あ
.ら
ぅ
::
°
■

■

; 

'

•
:
三

利

5
主.
義

<5
:
經
濟
的
原
則.

:

ァ

」.

所

謂

る

.
馨

的

原

則
^
對
し
て
：溶
せ
ら
れ
た
最
勑
'の
攻
擊
ば
之
：を
刹
己
‘主
義
の
：原
則
ヒ

，

解
し
た
が
爲
で
あ
る
樣
R

 

見
.

受
：：

れ
'る
o
換
言
す
れ
ぼ
''
.人
間
％
§

物
質
的
摩
«
:«
足
を
追
求
し
へ
て
、
|

已
自
身
に
最
：も
利
益
汶
爲
る
•
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五
八
！D

經
濟
的

：

原
則
、

の
！
！

義
ン 

舞

.號 

六
八

R
行
動
す
る
z V

J

は
、
人
間
が
其
經
濟
生
活
に
於
て
事
ら
自
利
心
の」

み
に
^
つ
て
動
か
^
れ
る
動
物
で
あ
る
t:
ど
を 

©
足
す
る.
も
：
の

ド

外

な

ら

ぬ
^
解
釋
3
れ
た
の
：で
あ
、る
。
斯
機
な
解
釋
に
從
っ
て
經
濟
的
源
則
の
動
機
ヒ
對
し
て
或 

種
の
訂
正
を
加.
へ
や
ぅ
？
試
み.
た
の
は
、
主
と
し
て
歷
史
學
派
の
人
々
で
あ
る
。

ス
ミ
ス.
、
ソ
ヵ
ー
ド
ー
等
の
如
S
初
期
の
古
典
派
經
濟
學
者
は
、經
濟
學
の
研
究
方
法
に
關
し
て
一
個
の
體
系
的
な 

,
现
論
を
有
し
て
居
ら
な
か
，っ
允
樣
で
あ
る
;°
が
併
し
彼
等
が
一
般
{(
:
入
間
を
ば
祺
ら
利
己
的
動
機
の
.み
か
ら
行
動
す 

る
も
の
ぐ」

し
て
觀
察
し
た
己
ど
は
今
日
何
人
も
之
を
承
認
し
て
居
る
所
で
あ
る
。

而
し
て
、
不
幸
に
i
彼
等
は.
、
自
由
：に
放
任
せ
ら
れ
た
る
個
人
の
經
濟
的
利
益
の
追
求
が
、
結
局
R
於
て
社
#
全 

體
の
幸
福
を
齋
&
ず
效
果
あ
る
所
の
向
然
的
秧
序
で
あ
6
ど
信
じ
、
利
a
主
義
の
下
^
形
戍
3
れ
た
る
個
人
主
義
的 

社
龠
秧
席
は
永
久
普
«
の
妥
當
性
を
有
す
る
か
の
如
く
想
像
す
る
^
至
っ
：た
。斯
樣
な「

貪_

ど
我
欲
の
方
法
論」

が
、
 

*
典
學
派
^
對
し
て
反
動
的
^
起
っ.
て
來
た
歷
史
學
派
：の
人
々
の
爲
化
激
し
く
攻
擊
さ
れ
る
^
至
っ
た
の
も
蓋
し
當 

然
で
あ
ら
ぅ
。

例
へ
ば
ヒ
ル
：デ
ブ
ラ
ン
ド
は「

利
己
心
が
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
好
意
の
唯1

,

の
必
然
的
な
動
機
で
'あ
る」

：§

)

ど
爲 

す
、

ス
ミ
ス
や
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ッ
ト
派
の
人
'々
の
見
解
を
非_

し
て
、「

各
個
人
の
經
濟
的
自
由
を
正
式
に
法
律
的
に
承 

認
す
る
t
ど
丈
け
で
は
、
諸
國
民
の
國
民
^
濟
的
發
展
を
栽
礎
付
け
る
こ
と
は
出
來
ぬ：。

を
れ
ヒ
は
猶
ほ
人
民
の
道 

德
的
實
カ
<£
公
德
心
ど
が
必
耍
で
あ
る
。
經
濟
的
行
爲
も
亦
、
人
間
の
意
思
か
ら
生
ず
る
あ
ら
ゆ
る
行
爲
ビ
同
様
 ̂

菩
々
の
色
々
な
觀
念
の
爭
ひ
か
ら
生
れ
た
も
の
ど
看
做
す
べ
き
で
あ
つ
て
、
其
觀
念
の
中
に
在
っ
て
は
愉
理
的
觀
念 

や
敎
育
、
經
驗.
等
^
依0

て
心
の
內
部
R
培
は
れ
た
道
德
的
規
範
の
力
，が
、
齊
々
：の
感
性
や
熱
情
ミ
同
辕
に
、
動
機

ど
し
て
作
用
し
：て
思
るS

で
あ
る」

(

きD

ヒ
言
つ
て
居
る
。
ク
ニ
丨
ス
も
亦
、
同
様
k
各
個
人
の
經
濟
的
行
爲
を
決 

足
す
る
根
本
的
動
機
IV

し
て
利
己
心
ビ
共
に
公
共
心
^
法
並
^
疋
義
^
對
す
る
意
識
ど
が
之
に
結
び
付
い
て
居
る
乙 

ど
を
擧
げ
て
居
る
。(

5
-

又
'別
の
箇
所
で
.ク
-:
ニ
丨
ス
は
、
國
民
全
部
に
就
て
想
定
3
れ
^
る.
、.
向
由
放
住
の
利
己. 

主
義
そ
れ
ロ
體
が
旣
穴
全
く
眞
實
を
離
れ
、
現
實
か
ら
遠
ざ
か
る
も
の
で
あ
る
t
v
を
主
張
し
、
人
間
の
糈
神
が
統 

一
3
れ
/c
も
の
で
ぁ
つ
て
部.
分

々
々
に
分
離
せ
ら
る
、
も
の
で
な
く
、
純
利
己
'心
を
■獨
立
ic
區
別
し
得
る
動
機VJ
爲 

す
が
如
&
は
理
論
上
許
す
可
か
ら
ざ
る
«
定
で
あ
る
ど
論
じ
て
居
る
8

@
0
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歷
史
學
派
の
說
は
人
間
‘
の
自
利
心
の
假
定
? :

ば
經
濟
學
R

於
け
る

I

つ
の
虛
構
ど
し
て
非
雛
す
る
意
味
に
於
て
、

1

應
首
肯
す
，ベ
：会
理.E

が
あ
る
ビ
考
へ
ら
れ
る
o .

.
抑
-利
己
心
な
る
も
の
は.
各
個
人
■々.
冷.
の
主
観
的
な
感
情
で
あ
る
か
ら
し
て
、
或
行
爲
が
利
己
心
か
ら
出
た
も
の
で 

あ
る
か
何
ぅ
か
は
之
を
外
而
的
に
判
斷
す
る
こ
^
は
不
可.
能
で
あ
：る
。.
從」

9

他

主

義

<f
M
別
す
：る
乙

ど
は
V .
成
る.
何
等
，か
の
客
觀
的
な
，標
準
を
：設
け

S
乙
：ビ

1C
依
つ
：て
外
而
的
^
爲
し
得
る
の
み 

で
あ.
る
。
：即
ち
ダA

グ
レ
，は
、
：國
家
學_

典
，の
中
紀
於
て
定
義
を
下
1
て

白

く「

利
己
主
義
は
會
己
自
身
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の
努
力
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、
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他
主
義
S
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S
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益

慕
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裏
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星

S

る
S

人
I
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か
S
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他
S

者
も
亦
同
樣
S

他
主
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他
人
の
刹
益
I

I
の
自
f

置
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|(

切

の

行

春

包

括

：し
’、
.利

己

產

は

自

身

の

：
利

益

梟
初

の
.H

f

爲
す
一 

切
の
行
爲
を
包
含
す
る
。
同
時
に
利
己
的
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‘

他
的
で
あ
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所
の
行
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は
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互
主
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が

し

表

面

ト

，
他

人

の

爲

に

利

益

ど

爲

る

.
行

爲

が

常k.
必

ず.
行

爲

者

自

身

の

眼

.
か

ら

觀

て

利

己

的

で

無
Lr
ど

は

限

ら 

5 

H 
—卜
:̂

^
<
れ

ヵ

反

つ

て̂
人
^
«
せ

爲

る.
$」

も
あ
る
の
で
あ
る
。
又

.
外
而
的
^
は
行
爲
者
自
身
の
爲
め
‘
 

の
行
爲
で
あ
?

も
行
爲
者
の
意
思
が
成
る
他
人
の
利
益
I

標
ど
し
：て
居
る
場
合
k
は
、

一

槪

利

星

義
 

i

ん
で
し
ま
H

M

I

f

得

た

解

釋

.で

は

あ

{

い
。
デ
ィ
丨
ッ

H

I

代
S

S

I

I

S

を
引
用 

し
て
此
次
第
を
逾
切
^
言
表
は
し
て
居
る
ク
日
ぐ
.、

「

令
々
は
道
€
的
^
生
：&
ぜ
ね
’ば
な.
ら
ぬ
0
何
妄
れ
ば
道
德
は
神
の

..
命
^
依
か
人
間
^
最
大
の
利
益
を
與
：ふ
る
か 

ら,

ぁ
る.

• 

• !nr-
々
は
禁
悠
k
努
め
ね
ば
な
ら
g
o
*
悠
な
る：

も
の
は
貧
愁
な
る
も

'の
ょ
-̂

も
樂
し
い
.
生
%'.
ど
% 

す
か
ら
で
.
あ
る
。

f

は
强
壯
て

|

れ
ば
I

ね
。.
强
壯
I

I
は

健
康

I

得

る

S

凝

で

あ

：
I

ら

で

I

。
：，

:

•吾
ダ

は

公

.共
の
：事

務

.S

は

J

I

避

け

V
%

な

ら

ぬ

0
全

人

民
 

の

安

寧

は

農

獎

あ

ら

ゆ

る

個

人

.の

利

益

基

'る
か
ら

.で

.あ
る

b
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處
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れ

ょ
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將

た

又

騰

象

：の

爲

R
も
最
も
有
益
な
乙

-
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で
あ
る
か
ら
で
.あ
a」
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斯
樣
な
考
へ
方
に
依
れ
ば
人
間
の
行
爲
は
殆
ざ
悉
く
利
己
心
に
某
づ
く
も
の
ビ
考
へ
ぬ
：I

t

k

は
ゆ
か
ぬ
で
あ
ら 

ぅ

或

】

定
の
行
爲
を
羽
己
的
ど
な
；し
フ
跪
他

.の
行
爲
^
利
他
的
ビ
^
す
其
.區
別
?:
-其
行
爲
の
動
«
に
從
つ
て
主
觀 

的

^
判
斷
す
る
之

^
は
フ
デ
ィ
ー
ハ
ッ
土
ル
の
言
ふ
如
く
疋
し
く
^

あ
6
3 t

無
限
の
將
來
に
爻
で
繼
續
す
る
で
あ
ら
ぅ
^

患

は

れ

る

問

題

の

！；

つ

で

あ

ら

ぅ.。」
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.

要
ず
^

^

禾
己
主
義
を
以
て
經
濟
學
を
浓
礎
^

け
る
乙
ヒ
は
.
金
然
誤
_

で
あ
ク
、'.
.
-又
^

く

不
可
能
で
あ
る
。
元 

來
利
己
虫
義
な
る
も

の
は
形
而
1 1
'
學
的
な
槪
念
^

屬
す
ベ
き
も
の
で
あ
零
方
法
論
的
^

之
r

収
扱
ふ
と
ビ

は
誤
®

 

で
あ
る
。
人
間
の
經
濟
的
行
動
が
利
己
的
で
あ
る
か
非
利
已
的
で
あ
る
か
.は
、.
之
を
問
題
ど
す
る
^

要
ぼ
な
い
。
耍 

は
®

人
間
の
行
爲
{ C
!

定

：の

準

則

を

定

め
5
.
'乙
ビ
で
あ
5

o
:
經
濟
學
.の
對
象
亿
る
可
さ
；£

會
坝
象
は
、''
其
根
本
^
於 

'

で
は
人
間
の
行
爲
ょ
み
生
れ
る
も
の
で
あ
る
以
上
，
を
れ
を
根
本
的
^

基
礎
づ
げ
る
爲
^

は
、，
人
間
が
社
會
現
象
の 

變
動
^

應
じ
て
知
何
な
る
反
應
を
示
す
.が
.を
知
ら
ね
.
ば
な
ら
ぬ
？'
如
ち
經
濟
擧
办
對
象
心
對
じ
て
論
理
的
統

1

t
附 

我
す
a.
爲
に
ば
、，'
豫
：め
.

人
..

間
の
.
行
爲
の
..原
則

濟
的
原
則
を
以
で
之
代
充
て

/2
.の
で

あ

-6
。
：：利

0
心
ゼ
い
名
樣
な
純
然
た
る
.虫
觀

的

槪

.念

は

龙

法

論

的

は

斯

檨

な

股
 

則
を
规
宽
.ず
る
上

^
金
.く
、無
意
義
>で
：
あ

夺

。
：
斯

檨

：

§
1
0
:た
が
ら
£

舌
つ
气

第
二
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原
细
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意
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•
經
濟
的
原
則
裏
_ 

第

四

號

七

ニ

,問
の
奮
的
行
爲
が
利
己
的
な
動
燈
最
も
：多
く
其
：
.
原
因
を
有
し
て
居
る
こ
碁
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
o
零
 

寧
參
人
は
所
謂
る
利
已
的
次
動
機
が,:

人
間
の
行
爲
k
於
5

も
I

い
影
響
を
與
へ
て
：居
る
之
I

認
め
る
も 

^
で

あ

る

町

' 
翁
辦
^
拓
切
ク
意
義
?:
決
定
す
る
爲
^
は
、
利
己
主
義
^
侬
る
雜
：礎
づ
け
：2:
必
要
ど
せ
ぬ
ど
い
ふ
ま 

J

あ
々
。
デ
ィ
丨
ッ
；

¥

ル
：の「

經
濟
人
じ
緣
す
る
定
義
を
以
て
方
馨
上
..三
 

て
居
る
の
も 

此
意
味
s

l
g

で
f

ぅ
。.
即
S

人
S

S

義
の
原
則
I

定
す
る
I

s

つ
て
、
從
來
古
典
學
派
彡 

人

々

益

へ

ら

れ

た.
歷
史
學
派
：の
人
々
の
非
難
I

れ
る
i

が
出
來.

延
い
セ
^

鋼
決
の

®
緖
を
與

'へ
る
.

t
が
出
來
る
で
あ
ら
ぅ
。
然
る

5

拘
ら
ず
、J
ス
ウ
、
ヮ
.グ

す

、
メ
ン
ガ
丨
等g

人
々
は 

歷
史
學
S

攻
擊

S

し
て「

利

己

義

丨

S

提
5

護
し
ゃ
ぅ

&

み
た
。、知

濟
的
行
®
爲

し

®
ら
自
身
の
利
益
蓄
す
る
顧
：處
S

つ
て
導
か
る.
ベ.
も
の
で.
あ
る」

I

〕

ど
說
S
V
而

)

て
 ̂

已
主
S

縱
令
ひ
唯一

の
心.
S

動
機
で
なS
ど
す
る
も「

最

もI

般
的
で
且
つ
最
も
力
强
い
動
機」

で
あ
る

f

言 

つ.
て
居
6
C
射.1

S
、'
又
ソ
ダ
チ
丨
は
其
大
著
經
濟
霊
則
の
中
S

て

「

經
濟
學
が
從
來
殆
v

f

其
作
用
I

究 

し
て
來
た
所
の
親
即
ち
經
濟
的(

自
己
自
身
の
J

I

S

す
5

力
は
，
經
^

ひ

唯一

の
動
機
で
ば
な

s 
£

て
名
、
殊
I

強
く
又
頗

I

要
t

の
.i

s
受
け
ら
れ
る」
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て
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正

^
デ
ィ
！

ッ

ェ
ル
の
■言

つ

て
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る

通
6「

self-interest

が

心
.理

的

動

機

‘
の

中

で

支

配

的
 

な

も

の

：
で

あ

る

VJ S

ふ

主

張

が

，常
^
論
輯
の
對
象
ど
爲
々
得
る
名
の
で
あ

3
、
又
常
に
さ
ぅ
爲
つ
て
居
る
限

6
^
於 

て
斯
く
の
如
き
某
礎
付
け
は
脆
く
碎
け
易
い
も
の
で
あ
る

J

S

1

5

R相
達
な
.

S
?
「

併
し
な
が
ら
縱
令
ひ
此
問
題
が 

1

般
的
k
肯
定
3
れ
るV

し
て
もf

利
己
主
義』

の
前
提
は
.對
し
て
ば
猶
ほ
侬
然
ビ
し
て
カ
强
い
：躊
躇
が
.存
す
る
：で
あ 

ら
ぅ
。F

利
己
主
義』

の
®
U提
が
挪
.論
經
濟
學
0.
方
法
論
中
に
其
投
割
：を
演
ず
る
限
气
：數
多
._の
.誤
解
謬
見
が——

4
/ 

れ
が
何
ん
.な
に
愚
な
も
の
で
お
ら
ぅ
ど

^

|

絕
良
ず
生
れ
て
來
る

^
あ
ら
ぅ

。
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.

■
 

c

歷
史
學
派
の
人
々
^

、
斯
の
如
く
十

ぃ
典
學
派
の
利
己
主
義
を
方
法
論
的
^
攻

擊

す

る

乙

ど

は

正

^
芷

當

ど

い

ふ

可 

&

で

あ
&
ぅ

o
併

し

な

が

ら

此

攻

擊

が

其

反

而

祀

於

て

、
.
.
利

己

心

以

外

の

諸

輝

の
® ；
樹

^r

入

間
^

經

濟

的

行

.爲

の

說
 

明
^
充
て
ん
ど

す

各

意

：味

を

含

ん
で

居
る
な
ら
ば
？
を
れ
は
*
典
學
派
.が

犯

せ

：：
る

誤
.靡
ょ
'6
も

廹

^J

層

甚
し

§
方

： 

法
論
的
誤
謬
を
犯し

：：

て
候

る

毛

の

？
言

ほ
ね
ば
な
ら
ぬ 

'パ

蓋
し 
>
:
.後
者
.
.
の
.意
.味
'k
據
る
ビ
、
，

7J
T
典
學
_

が
利
己
主
義 

の
原
則
^
侬
つ
‘て
表
明
し
て
居
づ
た
所
の
方
法
論
的
意
義
は
全
く
失
：は
れ
'て
し
ま
^
か

ら

で

あ

.る
ゲ
，
：

學
說
史
丄
歷
史
派
の
人
々

k
.依
'つ
て
：代
表
せ
ら
る
、
所
謂
3，
動
機
說(

Motiva
t
i
o
n
s
t
h
e
o
r
i
e
y

は
實
に
斯
る
謬
見
R 

外
次
ら
^
0
:ぺ
即
ち
ロ
.マ
シ
ャ
ー
味「

あ
ら
#

る
1£
.し
き
經
*
は
.：
»:
秦

獲
得
^
向
け
ら
れ
て
居
る
o
卿
經
濟
^
&
:
|
0の
精
神
断
動
：機
が
根
：本
it
榄
は
つ
て
：居
：る
。し
ど
言
ひ
其
動
機
ビ
し
て 

利
己
心
へ(E

i
g
e
n
n
u
t
z
/slfinterest)

ど
公
共
心
.

(
G
e
m
e
i
n
s
i
m
)

ど
を
#
げ
て
.居
^

S

T三
/
又
ゾ
ユ
モ
ラ
f
に
依
れ
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號
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，
四

:

謂
*

濟

學

は

其
&

8

際
し
て
は
、.
古
典
學
派
の
如
く
、
I

春

主

翁

；

y

い
I

I

:

な

讓

I

t

s

す 

.
へ
I

I

I

、

i

 

I

層
多
I

心
理
的
並
I

理
I

f

;

け
I

f

す
る
も
9

f

で

ぁ

る

，
一

モ

ラ
 

，

は

經

濟

學
'
の

心

.

,

的
_

i

る
：
露

視

し
、

.經

濟

行

爲

の

囊

k

w
究

す

0
<:
'
ど
^
努

め

セ

居

：
る
0
鐵
：5

^
ぐ ̂

、
i

i
 

r 

:

一
：
註 j 

H 

o
. 

w
l
o
^
 ̂

- 
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I
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參 

®

r

:

併
し
：經
w
的
行
爲
I

碧

s

明
f

 
I:
ず
5

方

産

.
慕

派

ど

■

對

の

立

場

篇

る

學

者

の

中

备

ら

屢

<奢

見

最

で

、

例

令

：

/
グ

ナ

r

i

ビ

 

問
I

合
し
、
共
個
々
：の
；行
f

l

し
、
ぺ
從
？

の
出

2

1

.

1
る
か
ら

、
' そ
れ
は
先

S

I

£

し
< i

般
心
置
忐
問
題
で

t

y

s
 

5厂

。
彼

ま

其 

I

一

第1

S

1
人
間

S

濟
的
着

」

I

s

、人

f

 
i

望
S

敏
I

I

解
し
、
而
し
て
欲

r

 

足
の

S

す
る
行
動

I

し
：
1
'
:
:
S

I
濟
象
則

.S

I

指
f

.

れ
f

,

の
I

い
碁
る
。
：

r

て
皮 

は
此

I

I

I

心
珣
的

I

則
為
し

'

^

の
似
適
f
 .努
力(

鱗.
&
の
丧
痛
を
超
過
す
る
ヒ
ぃ
論
な
勞
働
の
み
：き

由

福

擇

せ

ん

ど

す

る

努

力

、
f

又 

可
及
的
多
大
の
，

( .
最
大)

の

勞

働

收

奪

瀛
I

?

同
時
$

の
勞
儆
S

け
：

k

倉

：又
は
犠
牲
を.
2

的
S
C
最
少

〕

f

し
め.

.
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独
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五
 

A. Wagner; 

p
. 

a.-'o. s- so: 
'

フ
グ
ナ
ー
は
、
人
間
の
經
濟
的
行
爲
釔
支
酿
す
る
動
機
を
利
己
的
動
機
ど
非
利
已
的
動
機
ど
^
ニ
分
し
、
s

之 

を

剡

分

じ

：て

利

己

的

動

機

を

ば

.(

，
一〕

自

身

の

經

濟

的

利

益

の

爲

の

努

力

、

並

^
自

身

：の

經

濟

的

_

窮
，に
_

す
る
恐
怖 

{

一
 1  >  
刑
0 
R
對
す
，る
恐
怖
並
R
世
間
の
認
識
化
對
す
る
希
望(

1:ー|.)

名

擧

感

、
、
勢

力

、愁

、

M
R
恥
#
ど

輕

蔑

どk
對

す 

る

恐

怖

其

他

を

擧

げ

、

：：

非

利

己

的

動

機

v
j

し
て
、.
道
：德

的

行

爲k
對
す
る
，
.內
心
の
命
令
の
動
機
義
務
感
の
皿_

 
R 

自
己
自
身
'の
：內
心
：の
譴
責(

良
心
の
苛
責
技
對
す
る
恐
怖
等
を
擧
げ
セ
厨
る
。:
©
5

tk
H
;<
>.

>
.
s
g
§
r
a
.
v
o
，『

一「

：筆
者
は
斯
く
の
如

&
動
機
論
が
方
法
論
的

^
金
く
無
意
義
で
あ
る

A
J

-̂
?:
信
#
る
％
の
で
あ
る
。：歷
史
學
派
の
人 

々
の
樣
^
膝
史
的
硏
究
方
法
を
：採
用
ず
：る
者
^
取

っ

、
て

は

；、

: :
1
:
.
:
國

：̂
於

«-
ふ
：各
*
各
#
,の
.真

澧

时

酿

濟

現

象

?>
歼
究 

す
る
爲
k
、
軍
^
心
：純
學
的
硏
^

2

な
&.
.ず
、：
傲
理
.上
政
治
上
法
律
上
宗
敎
：上
：其
他
あ
ら
ゆ
.る
：方
面
が
ら
觀
察
す 

る
^
ビ
が
必
要
，で
あ
る
が
も
知
れ
な
い
が
、

.併
レ
、'人
間
の
行
爲
.̂盖

言
す
れ
ば
所
謂.
る
經
濟
的
原
則
を
確
立
せ
ん
'w

す
る
目
的
の
下
に
於
て
、
斯
く
の
如
さ
動
機
論
釔
說
く
乙
ビ
は
全
く 

無
意
義.
患
一
昼
ね
ば
な
ら
ぬ
？
斯
の
如
く
心
理
學
的
方
法
ゼ
拒.
絕
す
；れ
.ば
ど

*
誠
 

學
fc

は

：心

理

學

的

硏

究
0.
餘

裕

が«
い

：ど

言

味5:
'
0
す

を

の

で

呔
_

樣
#
心
理
的
®
礎
"つ
.け
を
ず
る
こ
ど
が
不
必
要
で
あ
：る
：t

c:
.
.
ぞ

言

：
は

ん

？

欲

す

る

，
の
：
み

で

あ

る

o
:殊

化「

利

已

主

^

」 

の
假
定
は
本
：來
-
間̂
各
_

の
行
爲
^
規
定
す
^

こ
：̂.
を

目

的

ぞ

し

乾

も

吻

；で

*-
ダ

第
^
十
_

ン

C

艽
A
九
：

)

經

濟

的

酈..や

齡
.'
:

'

.

♦ 

第
pi
!
，

窗
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象
S

則
S

義
：
 

• 

I

號
，

セ

」

、：

斯

く

：
の

如
I

義
は
全
く
失
は
？

I

,の

.

ど
言
は
ね
ば
な
$

ぬ

:

之
を
恶
す
る
ふ
ぎ
濟
的
历
只
を
ば
羽
己
主
義
的
動
機
か
ら
生
ず
.
る
も
の
ど
解
す
る
こ
<1

な
く
、
人
間
の
財
空
C
 

S

く
行
爲
9

原

則

で

あ

き

解

す
I

ど

益

5

、

. 

|

則

為

し
£

多
2

者
か
I

f

れ
た
^

1

は
.
之
を
免
れ
#

る
^
の
ど
考
.

へ'

る
こ
ビ
が
出
來
る
。
 

-

>

併
し
、.

：杏
人
は
®

^

經
濟
的
原
則
に
對
し
弋
向
け
ら
れ
た
る
他
の
非
雛
^

其
を
傾
け
ね
ば
な
&

ぬ
：

：
 

四
經
濟
的
原
則
と
經
濟
の
意
義：

^

 

•

學
‘
i r

の
人
々
力
利
己
主
義
の
原
則
を
主
張
し
、
歷
.
史
學
派

S

人
.々
が
之
慕
し
て
動
機
說
を
稱
へ
た
、本
來
'の

慕

は

何

處
1

5

か
4

へ
ば
、
1

1

5

石

只

ち

#
質
が
欲
-

S
；

淸
足
の
爲
に
人
間
が一
定
の
動
機
に
從
づ
て
行
動
す
f

い
ふ
假
定
はV

J
S

發
ず
之
に 

依
つ
S

濟

S

義

す

る

s

f

 
2:

の
1

6
。
併
し
_

的
原
則
は
I

s

く
？

の
み
I

定
せ
S

虛

な

る

杣

■

非

ず

し

て

、

人

_

|

の

输

ょ

々

S

I

重

I

法
則
で
あ
る
I

I

 

ら
ば
所
訊
る
r

擠
的
行
爲
、
延
ぃ 

'て
は
經
濟
.

の
意
義
は
何
k

依
つ
て
定
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
。
あ
ら
f

經
濟
的
0 

象
は
人
間
か
此
合
到
主
義
の
原
則
S

つ

て

行

動

す

，る

乙

I

假
定
せ
ら
る
ヽ
場
合
に
於
て
の
：：み
、
經
濟
學
の
對
象 

/

り
m

な
ら
ば
人
間
か
此
原
則
■

つ
，て
行
動
す
る
場
合
泛
其
.行
動
は
必
ず
馨
现
論
の
對
象

V」 

爲
旅
る
の
で
あ
ら
う
.

か
。
斯
様
な
疑
問
は
當
然
蹇
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
例
へ
ば
人
間
は
山
I

へ
達
す
る
爲
こ 

S

來
爾
限
々
勞
少
ぐ
し
て
心
.

地
1

道
を
靡
ぶ
.、
',
;
-

叉

.
短
®
離
を
選
擇
す
る
。
斯
る
：行
爲
は
、節
約
の
原.
則
.̂

從
へ
る
行
動_
に
^:
相
違
夺
5:
が
、
經
濟
行
爲
ビ

(/
•メ
乙

ビ

は
出 

.
來
な.
い
し
、
又
經
濟
學
の
對
象
ヒ
爲
る
べ
き
行
爲
：で
：は
な
い
：:0.
從
づ
モ
經
濟
の
意
義
を
決
定
す.
5'
爲
め
、換
言
す
れ
ば 

r
濟
學
の
對
象
だ
る
可
さ
現
象
の
範
圍
を
限
定
ず
る
爲
R.
は
；
、
，
此

原

則

^
共
^
他
の
條
件
が
必
要
で
あ
る
。
上
R
述 

T
S

K

ィ
ー
ッ
キ
ル
、：ザ
/.
ム

、
フ
ィ
リ
ッ
ポ
グ
ィ
ッ
チ
等
は
古
典
學
派
^
倣
づ
て
人
間
の
行
爲
の
對
象
の
物
質
的
性
質
 ̂

之

を

求

あ

：た
.
。
，デ
ィ
！

ッ

^

の
經
濟
的
動
機
：又
は
經
濟
人
0
假
定
は
之
&
卒
直
^
表
現
す
る
も
の
^
外
な
ら
ぬ
:0
經
濟 

人
は
物
質
的
富
の
獲
得
を
唯
|
の
動
摘
ど
し
て
行
動
す.
る
。此
行
動
が
經
濟
的.
原
則
は
依
つ.
て
支
配
3
れ
る
な
ら
ば
、
 

も
れ
が
即
ち
經
濟
的
行
：爲
？
言
は
れ
る
の
で
あ
る
。「

經
濟
ヒ
は
：.「

主
體
が
依
つ
'て
以
て.

«>.

財
貨
^
對
す
る
其
需 

:要
を
滿
た
：̂
ん
ど
す
る
行
爲
--
-
切
を
包
括
す
る)

唯
4
物
質
的
財
貨』

の.
標
準
を
利
用
ず
:5
こ
ど
^
依
0
て
の
み
、經 

■濟
的

行

爲ビ
然

：ら

ざ

る

人

間

の

行

爲

ど

の

區

別

を

.
爲
ず
乙
ビ

が
出..
來
る
の
で
あ
る」

。
S

一.)

ど
o
經
濟
の
意
義
を
斯 

if
k
限
定
す
る
ざ..
ど
k
依..
つ
て
理
論
經
濟
學
の
對
象
も
亦
限
定
.̂

れ
る
:0,
勿
論I

平
溯
次
る
經
濟
行
爲
が
.直
に
其
對
象 

を
形
成
す
る
の
で
は.
な
い
。
デ
ィ
！

ソ-
A
の
所
謂
る
經
濟
的
社
會
現
象
、
即
ち「

軍
に
行
.爲
主
體
の
經
濟
的
欲
袈
滿
迈 

，
の

狀

態

の

み

な

ら

ず

、
51.
R:
當
該
主
體
g
經
濟
的
接
觸
fc
保
ち.
：つ〜

生
活
す
る
主
體
.に
も
亦
何
等
か
の
影
響
を
及
ぼ 

す
が
如
さ
現
象」

§
1
0
が
理
論
經
濟
學
の
對
象
^
爲
る
の.
'で
あ
る
0.
即
ち
經
濟
的.
行
爲
が
經
濟
學
の
對
象
ビ
爲
る
 ̂

は
そ
れ
が
或
社
#
的
關
係
に
於V

現
は
れ
る
^v

j

が
必
要.
な
の
で
あ
る
V
:併

ふ

制

 

限

を

附

加

へ

る

ミ

し

，て

4
、
經
濟
行
爲
が
侬
然
ど
し
て
.物
質
的
財
貨
の
*

#
R
向
け

ら

れ

た
る

行

爲

.で

あ

るZ裏
 

&
6
は

無

い

故

に

テ
I

ッ
ェ
ル
の
言
つ
て
届
る
#
^
經
濟
的
社
會
現
象(

s .
&
&
p
s

o-
r

sozialphanom
enon)  

せ.
：いi
ょ
{
省
寧
ろ
社
會
的
經
濟
現
象
せ
貢
つ
た
方
が
デ
ィ
ー

ッ

h

ル
の
本
來
の
意
味
を
表
は
す
に
ば
ー
&
適
切
な
の

:

笫
ニ
十
六
卷(

五
九_
1)

經
濟
的
ー
原
划
の
意
義 

V 

笫
㈣
號 

七
ヒ



一
 

• 

0
1
.
-
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0
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?

で
あ
ら
ぅ
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託
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'
K
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T
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setzel ; a; a

'
o
'
s
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 ?S.

換

言

す

れ

ば

デ

ィ

ー

ッ

上

ル

の

言

ふ

所

の

經

濟

學

の

對

象

は

一

定

の

社

會

的

關

係

^
侬

つ

て

先

づ

限

定

せ

ら

て

る

も 

の

で

は

な

く

、

只

I

滿

S

?

し

て

S

S

物

質

性

£

本

質

?

含

。

即

ち

經
濟
的
原 

月
之
：い
ふ

*
人

0

行
爲
の

.原

II
I
.匕
具

’個
人

的

行

爲

0

»
象
の

.物
質

性

多

0

>
\
z
$
^:
依

つ

で

經

濟

の

^
驾
が
，窀

6
ら 

れ
て
坍
る
の
で
あ
る
。

經

濟

の

塞

k
關
す
る
？

決

老

仕

方

は

f
 
J

s

s

s
_

し
S

S

で
t

、
又
s
s
:
f 

的
な
解
釋
S

能
く
合
致
す
る
も
の
で一
兄
船
る
明
瞭
の
S

見
受
け
ら
れ.
る
か
も
知
れ
なS

。

け
れW

、

社
啟 

置

の

硏

究

I

的

菩

る

I

s

對
象S
範
？

決
定
す
る
6

?

§

ー
俗
的
見
f

其
儘
S

す
る
こ
ど

は
人
に
疑
惑
が
祚
す
る
所
で
あ
る
。
例
へ
ば
本
論
文
の
ロ
晶
に

»
げ
た
シ
ュ
パ
ン
、デ
ィ
ー
ル
、
ア
モ
ン
乃
至
シ
ュ
タ
ム

ラ
ー
等
^

す
/

、
立
*

は
興
«

-6
が
何
れ
：も
、

' 

斯
«

な
見
»

^

:
反
對
^

意
ぞ
«

じ
：て

居

る

.
の

で

あ

る

9

又
®
 

f

解
の
熱
心
な
產
激
た
る
、ディ！
ソ

エ

ぐ

雖

も

、
絕
對
的
に
、
經
濟
的
行
爲
の
對
象
の
物
質
的
吐

質
鳥
守
し
て
居
る
の
で
は
な
い
。
即
ち
デ
ィ
丨
：ッ

>1

ル
：は「

1!
:
會
經
廣
學
：の
出
發
點
ヒ
其
根
本
槪
念」

義

す

る

論

文

の
け
で
.經
濟
行
爲
を
說

OJ
J
し
て
日
ふ
ノ「

經
濟
行
爲
：暴

物

質

的

對

象

：K
、ょ
つ
.て
：
觀

取

し#

L
る
，
、
所

の

行

爲

ど

同

じ
靠
味
め
も
の
セ
は
な
く
，
意
欲

.ぜ
ら
れ
且
：っ
意
_
的
た
努
カ
せ
ら
れ
た
る
最
後
の
結
.果

：
，
.
即

ち

敗

經

濟

的

權

利

の
 

獲

得

す

れ

ぼ

杨

質

；の

；
.
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部

分
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|

る
^
の
で
ぁ
る」

Gf I。

ど
'
'從.
り
：'て 

'ァ
3

的
の
：
下

に

企

て

；ら

れ

る

'行
爲

は.
何

れ

、

皆

經

濟

的

行

爲
^

做

若

る

5

ふ
意
味.

£
て
、經
濟
行
爲
は
唯
<
對
象 

k
p
i

墓

®
の
心
®
的

音

的

關

係

、
換
言
す
れ
ば
心
理
的
意
綴
係
の
問
題
ど
な
つ
て
來
ね
ゴ
な
I

。
叩
ち 

或
純
粹
な
營
利.
行
S

物
質
的
农
變
滿
足
手
段
S

す
る
關
係
の
外
部
的
K
認
識
i

ベ
f

の
を
少
し
も
示
さ

摩

で

，

e

-
T.

0

^
其
行
爲
は
經
濟
學
的
觀
察
叹
博
外
k 

排
除
'
.

仕
舞
一
ふ
，こ
5

爲

：る

。

而

し

て

：今

日
S

會
S

け.
る

馨
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行
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接

め

目

的

は

貨

幣

の

獲
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 S.
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猶
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ば
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鉍.局
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の

目

的

营

い

貨

て

入

手

し

得

べ

さ

靈

蹵

手
段
は
么
ず
し 

も

.#
質
的
見
貨
の
'み
に
は
限
ら
れ
g
o
球
^̂

何
な
る
^

度
^

で
物
質
|̂
;

な
欲
絮
滿
足
手
段
を
目
指
す
％

の
で
，あ
る
か
は
全
く
確
«

す
る
を
得
な
い
。
之
を
確
if

す 

る

、テ
.
f

ッ
.、
グ
自
.身
が
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擧
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つ
.て

，
抗

議

し

て

居

る
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く
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客

觀

的

；
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準

が

缺
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け

て

居

る
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範
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蛉
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濟
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0
^
0 

八
〇

，.而
し

：て

此

注

意
.
が
0
物
'質
的
財
貨
の
生.
產
や
赢
得
^
於

，け

る

如

く}直
接
化
财
貨
の
獲
得
^
向
け
ら
れ
て
居
ら
^̂ 

た
或
ば
其
注
意
が
勤
務
ゃ
權
利.
の
：提
：供
^
依
.夂

,
或
は
.又
其
等
の
も

の
'
、赢
得
ic
依
つ
て
間
接
に
此
目
的
を
追
求
す 

.
る
も
の
で
あ
ら
ぅ
ビ
フ
そ
は
'敢
て
問
題
>
し：す
る
所
で.
ば
な
：

s
.

o
此
處
：で
は
常
に
財
貨
に
對
す
る
人
間
の
關
係
又
は
人 

間
相
互
間
の
關
係
を
論
ず
る
；の
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
此
等
の
關
係.
は
決
し
て.
全
然
經
濟
的
刹
蜜
に
依
つ
て
支
*
3 

れ
て
据
る
の
で
は
な
い
、
人
間
の
經
濟
生
活
は
寧
ろ
全
文
化
生
活
ざ
不
可
分
的
^
結
合
し
て
©
る
も
の
で
あ
る'  
泣 

づ
て
經
濟
的
行
動
：は
亦
同
時
^
爾
：餘.
の
，努

カ

、
；
即

ち

偷

.
理
的
、
政
治
的
、
宗
敎
的
の
努
力
か
ら
生
じ
た
所
の
特
色
を 

も
示
す7

P

の.
で

あ

る

。
.其

結

果

ビ
し

て
經
濟
的
事
實
の
範
圍
の
限
定
は
何
時
で
も
全
く
缺
點
な
く
之
を
行

a

#る
ビ
 

S

ふM

ど
は
殆W

出
來
なs

の
で
あ
る」

(

註
五〕

ど
。

純
*'
./:phllippovic r

a. 
P.
P
S.
ム
 I

.

:

由
是
藤
之
、
m
紫
满
足
手
.避
.の
物
®

#

い̂
ふ
乙
ど
^
依
つ
て
.親

濟

學

の

、
對

象

を

限

定

す

る

‘
乙

ビ
は
明
^
論
现
的 

.に

.换
用
す
べ
か
ら
ざ
る
.假
定
.で
あ
る
i

ri
w
ね
ば
.な
ら
^

。
最
も
根
本
的
な
誤
靡
は
、
對

象

：の.物
質
性
とs

ふ
が
如 

為
非
人
格
的
な
純
乎
た
る
.自
然
的
.範
_
を
以
て

-
定
：の
人
.間
«:
會
の
；現象
#

性
を
與
へ
ん
ど
し
た

こ

ビ
^
在
る
。
 

經
濟
學
の
：問
題

.は
勿
論
物
質
的
財
貨

S
關
聯
せ
る
場
合

^
最
も
明
自
に
之
を
認
識
す
るt

v
j

が
出
來
る

o
併
し
な
が 

ら

其

借

題

.は

必

ず

し

^
物
質
的
則
貨

R
限
ら
れ
た
譯
で
も
な
け
れ
ば
、
又
物
質
的
財
貨vj

關

聯

す

る

場

合

に

常

^

必 

ず
生
ず
る
，

V

も
限
ら
れ
た
譯
で
は
衣
：

s 
?
ァ
モ
シ
の
指
摘
す
る
通 

>

'
「

理
論
經
濟
學

R
對
す
る
物
質
的
財
貨
の
關
係 

:

は
論

到

，上

必

然

的

又

は

本

質

的

な

も

の
：：
し̂

て
く

な

く
純
乎
た
る
偶
然
的
な
も
の
ど

し

てa

*6
可

さ

で

あ

るo
即

ち
 

*

質
牲
め
骠
举
を
ば
、，
對
«
の
決
定
の
德
に
本
«
的
#
も

-0
ゼ

し

.て

觀.5
乙

ど

は

不

可

能

で

あ
.る

。

」
C
S
O
.

斯
へ
り

h

如
;：;

I

の
物
質
蟹
經
濟
の
囊

I

f

 

5
不
適
常

.で
あ
る
ど
す
れ
ば
、.響
す
れ
ば
デ
ィ

丨

“ 

』

“

パ

^

!

^

は̂

4

濟
驚
論
理
的

|

|

李

る

|

ど
し
て
採
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ

f

 

霧
的
に
無
裏

I

の
で

I

S

I

5
倉

S
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と
.
i

^
/ 6
力

t

l
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J

記
め
人
々
の

f

在c
v

て
は
、

一

言

於

I

濟
I

義
を
決
定

f

ど
共
ト

?

へ 

f

 

?
し
て

I

I

 意
義
 

i

 ら
れ 

H

、
ト

じ

し
I

I

双
て
一
粒
合
迪
主
靡
S

則

易

し

、
然
か
も
同
時
k
所
s

r
經
濟
的」

c

之
S

つ
5

論
經
濟
學
の
8

を
I

せ
.会

し

た

爲

め

n

 

f

「

對
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の

る

S

つ
S

I

る
。從
つ
て
對
象
£

質
性
な
.

|
念
|

|

f

 

f

f
 

I
ば
、
必
然
的
K

經
濟
I

則

は

囊

I

f

定
む
|

ふ
■

「

I

は
一
：定
I

的
I

成
す
I

I

I

i

l
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五
經
濟
的
原
則
の
方
法
論
的
意
義

を
此
^

を
肯
定
す
f

の
y I

例
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し
て
、
爾

墓

翁

法

的

學

派

S

場

寡
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力
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A
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0
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f

擧
け「

|

諸
家
の
主
張
I

し
て
經
濟 

f

 

J

,

l

“

、
i

?

s

レ

|

£

て
.

|

ら
れ
る
t

:
.

f

許
さ
れ
p

i

調
し
て
居
る
、
同
く「

把

M

r #

ベ
1

切
の
行
動
R

取
つ
S

、
純
然
2

效
用
性
2

f

外
I

ぬ
、
も
の
で

f
 

一S

I

組
織
の
規
準
的
f

の
£

i

察
せ
I

可
I

範
で
は
な
い
o
そ
れ
s
 

パ
て
f

技
£

遙
則
で
あ
つ
て
決
し
て
國
民
經
濟
的
S

則
で
は
無
巧
經
濟
常
局
者
が
、
 

段
S

I

來
f

限
6
經
濟
的
S

理
し
、
出
來
f
 
®
l
 
く
を
？

具

す

る

5

古
 

•

u

t

s

l

?

取
？

赢

I

效
1

2

理
で
f

し
、
矣

f
 
S

來
S

T

I

な
力
を 

:/
1
來
S

T

多
大
の
效
果
を
收
め
ん
I

る
i

は
技
術.
£
 V

何
人
k
も
知
れ
渡
つ
た
K
本
原
理
で 

ま

、z 

L
リ
等
の
こV

J

藍

て

.

料
學
が
其
硏
究
k
際
じ
て
從
は
ね
ば
f

ぬ
所
の
見
地.
で
は
な
い
。
吾
人 

個
々
£

人
、
f

其
努
S

S

S

ら
出
發
す
可
き
I

く
，
寧

ろ

社

富

S

生
活
I

す
I

の
規 

命
0
|

^
!

^
可
^

あ

含

>

ふ
乙
2

、
此

處

論

返

し

て

强.
調
せ
ね
ば
1
2.

。
所
f

經
濟
的
原
則
は
決 

i

i
«

ざ
;/
:
系

織

^
4
1
る1

般
的
规
管
し
て
決
定
的
な
も
の
で
あ
る
乙V

J

は
な
い

の
で
あ
るo  

S
D

ど
。 

，

討 j 
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、デ
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f

依
れ
ば
經
濟
I

の
硏
究
の
爲
に
假
定
す
べ
嘉
一
の
'要
件
は
I

I

I

的
法
的
秩
序
な
の
1

, 

-
'
. 

•

る

;-
9
デ
ィ
ー
ル
は
社
#
科
學
ヒ
し
て
の
經
濟
學
を
主
張
す
る
。
然
ら
ば
社
#
科
學
ど
は
何
で
あ
る
か
o
社
會
科
學
の 

對
象
は
何
で
あ
る
か
。
デ
ィ
ー

k

は
日
く「

全
然
心
理.
的
な
欲
望
.
や
動
機
5:
持
て
る
個
々
の
人
間

^
は
經
濟
學
は
無
關 

係
で
あ
る
。
物
質
的
な
欲
紫
を
持
て
る
個
人
な
る
も
の
は
、
自
然
科
擧
的
硏
究
ゃ
醫
學
的
硏
究
の
對
象v

j

は
爲
る
が 

併
し
決
し
て
國
民
經
濟
學
の
sf
象v

j

な
る
も
の
で
は
な
，ぃ
。^

々
は
科
學
^
取
つ
て
は
、•唯 
<典
同
社
會
に.
生
^
す
る 

個
人
か
意
義
を
有
す
る
の
で
あ
/ ,

' 
. 

• :
^
々
は
此
事
を
次
の
樣
^
言

現

は

.
す

こ(£:
が
出
來
る
、
即
ち

/̂間
は

個
人
ビ

 

し
て
で
な
く
、
唯
：社
#
的
®
象y

し
し
て
の
み
吾
々

に
取
つ
て
意
義
が
あ
る
ビ
o
社
會
經
濟
學(So

zialw
irtsch

aftsie-  

h
re

)

ざ
ぃ 
メ
^
r
は
^
K
®
濟
§:
CN̂
a
tio
na
o'
:
ko
ôm
ie 

又
は

〔

<;O
Iksw

frtschaftsIehre
〕
)

の
代
'(
)

^
此
，̂
味
を
表 

現
す
る
も
の
で
あ
ぅ
、
又
此
名
稱
は
•既
に
往
令
k—

て
吾
々
の
科
學
を
指
す
も.
の
e
し
て
用
a
ら
れ
て
思
る
贝
で
あ

る」
(

評
ニ〕

ĉo

詁
ニ 
se
fl
'a.
卩
P
S. 3.  

i,  

.

一
然
6
ば
、-デ
ィー

ル
の
如
く
經
浒
學
を
ば
，.
1
科
の.
社
會
科
學
ど
解
ず
る
乙
：ど
^
依
つ
て
>
經
濟
的
原
則
は
全
く
典
意 

義
を
失
ふ
で
あ
ら
ぅ
か
。
筆
‘者
は
、
デ
ィ
I.ル

：；

の
.所
1-H
k
侬
つ
て
之
^
完

全

.
に

徘

除

す

.
る

.1 vj

は
不
可
能
で
あ
る

4
 

へ

る

猶

W
辱
の
»
象

が

個

入

，—
^

-

の

行

爲

で

•
な
く
て
社
會
現
象
で
あ
る.
ど
い
ふ
'乙
ど
は
、：.
'雜
に
を.
の
通
6
^
相
違 

な

い

,'
°
併
し
、
デ
ィ
I
ッ

ぷ
^
せ.
ょ
ザ
ッ
：ク
ス
；>
フ
ィ
タ
ッ.
ポ
：ゲ
4
テ
^

の

で

へ

、：
如
上
の.
事
實
：は
旣
^
充
分
'に
注
；意
し
て_
居
る
所
で
あ
る
。
例
へ
ば
：デ-

ぞ..は
0
く

「

あ
ら
ゆ
る
經
：
 

濟
現
象
が
經
濟
的
11
會
現
象
で.
：あつ

： .

て
同
時
K
社
#.
經
濟
學
；

c
s
s
ia

otkonom

pr)

k
敗
つ
て
の
：#
究
材
枓.
で
あ

/3
'
0
‘：
 

で
は
な
y*
、：

經
濟
的
»
#
現
象
：ゼ
は
：何
^
衆

味

.1
:
る
；か
？
言
へ
：ば
、.
行
爲
ず
：る
主.
體
冉
身
：の
經
濟
的
沃
樂
滿
芩
の
狀

第
：ニ
十
六
卷
' 

(

五
九
S

經
濟.
的
撺
則«
意_, 

谅
號 

八
，



第

二

十

六

卷

養

八： )

經
濟
时
原
則
Q
S 

第
H
胧

八

四

態
I 
I w
n
is
r
R
F
へ
ば
其
經
濟
的
狀態

_
_

の
み
^
ら
ず
、.
.

尙
ほ
又
其
主.
體.
ミ
經
濟
的
接
觸
3:
保
ち
つ
.、
生
活
す
る 

成
他
&
主
&
の
經
濟
的
狀
態
が
影
響
さ
る
、
か
如
き.
驊
現
象
:5
:
い
ふ
の
で
あ
る」

.
：6
I

:S
_
 

€
o「

而
し
て
此
»
濟
的
 ̂

會

現

象

が

：登

場

す

る

：舞

臺

を

社

會

經

濟

ビ

名

付

け

、
之

^
就

て

述

べ

て

日

く

「

社
#
經

濟
ビ

は

：

：

一

っ

の

組

織

で

あ 

る
。
交
易
社
# '
の.
一
員
を
爲
す
所
の
個
々
の.
經
濟
單
位
は.
互
^
相
侬
存
し
互
^
相
制
限
す
：る
關
係
^
^
^

彼
等
は
0
に
見
え
ぬ
然
が
も
永
久.

變̂
化
し
て
居
る
眞
の
全
體
め
中
妃
包
括
せ
ら
れ
る
、
而
1.
て
.其
內
部
^

在
0

て 

各
經
濟
取
位
は
を
れ
ぐ
獨
立
の
生
活
を
營
/L
で
居
る
"の.
で
あ
る
が
、
：併
し
‘.
.
.絕
え
ず
他
の
經
濟
取
位
の

生

活

の
 

あ
ら
ゆ
る
戀
動
R
依

つ

：て

影

響

せ

ら

れ

，
同

時

：に
又
：他

の

經

濟

主

體

：
へ

..も
其

：

一

擧

手一

投

足
k
依

っ

て

：影

響

を

及

ぼ 

し
て
居
る
の
で
あ
る
。
*1
:
會
經
濟
は
經
濟
的
社
會
現
象
が
演
技
す
る.
舞
臺
で
あ
る」

せ

。

f:
I
I
l
j

Dietzel;
Theoretisbe SUNialskonomik, s. 

200
. 

.

Ir
K
pi
l

yicuel; a. a. 

o. 

S

.u
l
?

デ
ィ
I
ル
も
デ
ィ
ー
ッ
ュ
ル
も
用
じ
様
に
社
會
观
象
を
其
齋
象
^
し
な
が
ら
’
然
も
，
經
濟
的
原
則
の
方
法
論
的
意 

_

^
關
し
て
根
本
的
ド
見
解
を
異
^
す
る
.の
_は
何
故
で
あ
ら
ぅ
か
。

I

は
社
會
經
濟
_
の

出

發

激

ど

し

て

^

闹

人

的
 

原
則
を
規
定
し
、
他
は
之
?:
全
然
排
斥
し
て
■代
.へ
る
ドI
定
の
社
■#
的
秩
序
を
以
て
す
る
o 

'

.此
^
見
の
猶
湖
は
«
會
科
學
^
對
す
る
、デ
ィ
|

>
の
解
釋
の
不
完
全
^
歸
^

ね

ば

な

ら

ぬ

。

經

濟

學

は

[!
:
會

科

學
 

で

あ

る

堂

、

は

業

、

.

.

一

S

S

秩
序
の
下
1

け
S

會

現

象

を

經S

Q

:硏
究
S

象

菩

る

ビ
い 

ふ
z 

の
®
味
で
あ
る
ど
す
る
な
ら
ば
、
此
定
義
は
要
す
る
k

w
究
の
對
象
の
範
阓
を
限
定
す
る
の
み
で
あ
つ
て
共 

對
象
R
對
し
て
方
法
論
的
又
は
論
理
的
統
.

J
,

1
與
へ

P
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
デ
ィ
ー
ル
は
、
コ
ン
ラ
!
ド
の
經

»
♦
の
法
袤

の

i
錄
げ
て
...

取
く
の
如
く
經
濟
學
■の
對
象
.を
物
質
的
欲
望
に
限
る
乙
ビ
即
ち
物
質
的
標
準
は
«
鄉 

學
.の
領
域
を
決
宠
ず
る
に
不
充
分
で
あ
る
.迄
し
、
之
^「

：1
層
.重
要
な
る
形
式
的
標
準」

穴

璧〕
を
附
加
へ
七
思
る
。
 

此「

形
式
的
■
準
が
即

ち

一
定
の
社
會
秧
序
で
t

。
併
し
な
が
ら
此
形
式
的
標
準
た
る
や
結
局
論g
的
見
地
を
示
す 

も
の
で
は
な
く
し
て
^
對

象

の

範

阐

を

限

定

せ

ん

.
ミ

す

る

役

目

?:
果
^
.ん
^
す
る
も
.の
に
歧
ぎ
な
^
の
で
あ
る
。

評
五
bie
hrp
p. 
o. 
g
w

然
る
^

經
濟
的
原
則
は
、
其
自
身
の
直
接
^

經
濟
學
の
對
象
.
の
範
圍
を
決
定
す
る
意
義
を
有
せ
ぬ
ヒ
す
る
も
、
認 

識
論
的
殷
則
£

て
、：
對
象
の
論

g

的
統

.一
.

を
表
示
す
.
る
原
則
.で
あ
，る
。
經
濟
學
の
對
象
が
社
富
象
で
あ
る
ど
い 

.

ふ
こ
^

は
、其
社
會
現
象
の
變
.
動
.
の
原
：動
カ
.
た
る
人
間
の
行
爲
^

關
す
る
原
則
を
廢
_

:

^

テ
ィ
！
ッ
ぶ
が
經
濟
學：

の
對
象
を
社
會
現
象
な
6

し
、
然
か
も
認
識
論
的
要
求
か
ら
經
濟
的
原
則
を
主
張
し
た
Z 

^

^

就
て
は
荇
々
は
其
間
^

は
何
等
の
論
坪
的
矛
盾
を
見
出
す
乙
<<
:

は
出
來
な
い
。

'
 ;
:

、

，

デ
ィ
I
ル
の
解
釋
の
誤
謬
の
原
因
の
經
濟
學
を
以
て
社
會
科
學
ど
解
釋
す
る
乙 
>」

が
同
時
に
又
直
に
之
を
歷
史
科 

學
で
あ
る
5
解
す
る
に
至
つ
た
»
^
存
す
る
の
で
あ
る.
。

換
言
ず
れ
ば
デ
ィ
ー
ル
，は
：經
濟
學.
の
.對

象

た

る

社

墓
 

象
? :
ば
實
際
の
具
隨
的
な
社
會
k:
於
け
る
現.
象
の
中
か
ら
柚
象
し
て
來
た
の
で
あ

3

0即
ち|

定
の
時
代
に
於
て 

,1

定
の
社
會
の
下
に
特
k
生
起
し
て
來
る
所
の
經
濟
現
象
を
把
え
て
以
て
之
ヒ
經
濟
學
の
硏
究
對
象
^
し
た
の
で
あ 

る
。.
：從
つ
て：

デ.
ィ
I
水

に

在

つ

て

は

斯

る

對

象

：の

特

殊

：の

社

會

的

性

質

、

.

■歷
：史

的

性

質

が

藝

處

せ

ら

れ

る

i

k 

爲
つ
た
の
で
あ
る
。

v

r
る
R

ラ
丨
ッ
ふ
ル

R
在
つ
て
は
、
社
會
現
象：

は
斯
く
の
如
き
鹰
史
^
性
質
5:
有
す
_る
.經
驗
的
現
象
：で
は
な
い
o 

雪

十

：六
卷
へ
S

九
九〕

■•
經
濟
德
則
衾
義 

號



笫
ー
！
十

六

卷

こ8
0〕

經
許
的
：
I

の
.霉 

•

第
四
號
 

i
ハ

岁
ら
ゆ
る
i

K
f/
な
i
舍
か
ら
扣
^
せ
ら
れ
た
る
«
本
的
な
社
會
現
象
、.
換

言

す

れ

ば

認

幾

ど

し

て

論

识

的 

k
統
一.
せ
ら
す
た
る
一
定
の
假
設
的
な

«1
會
現
象
が
其
社
會
經
濟
學
の
硏
究
の
對
象
ビ
3
れ
た
の
で
あ
る
。

2

經
濟
學
は
決
し
てV

ィ
ー
ゲ
の
述
べ
て
居
る
様
な

|
定
時
代
の
具
體
的
經
濟
現
象
の

«
管

目

的

$

る
も 

の
で
は
な

S

Iを
れ
は
一
:定
め
杣
象
的
な
論
抖
的
假
定
の
下

^
統
一
せ
ら
れ
た
：る
特
定
の
現
象
を
對
象
す

る

も
の
で 

あ

る

F 
{
て
容
次
6
历
只
は
n
k
w 
く
の
如
.さ
方
法
.
的
意
義
を
有
す
る
：一

つ
の
論
观
的
前
提
^
外
な
ぬ
の
で
あ 

る
咿
-ティ

I
ッ

\
、

は
通
俗
的
な「

經
濟」

の
意
義
を
其
儘
理
論
經
濟
學
の
對
象
ビ
せ
ん
>、

」

す
る
試
み
に
捉
は

1
て
、
 

前
述
の
如
く
、
對
象
の
物
質
性
どS

ふ
前
提
を
持
出
し
て
來
た
の
で
あ
る
。
が
併
し
之

は

紙

翁

象

I

定

す

る

前

 

f

し
て
全
く
不
適
當
で
あ
る
乙
>

は
獲
に
論
證
し
た
通

6
で
あ
る
0
'け
れ

'ざ
も
此
事
に
依
.つ
て
經
濟
的
原
W
の
方 

法
,
的
莖
氣
は
決
じ
て
©
せ
：ら
る
、
も
の
で
は
無
い
。
故
に
本
節
の
胃
頭

^
於
て
提
示
せ
ら
れ
た
る
疑
問
は
、
之
を 

裔
定
す
る
乙
ビ
が
出
來
、る
。
勿
論
蒂
人
は
經
濟
學
の
對
象
が
此
經
濟
的
原
則
の
み
化
侬
つ
て
限
定
せ
ら
れ
る
ど
い
ふ 

の
で
は
，次

S
0
經
濟
的
原
則
は
羅
竟
、
：.單
な
る
個
人
的
原
則
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
现
論
的
社
會
經
濟
學
の 

對
象
た
る
®/
:

#現
象
，を
限
定
す
る
爲
に
は
、
.
1|
1

此̂
原
則
の
み
を
以
て
し
て
は
不
充
分
で
あ
る

^
啊
違
なC

。

ァ
モ 

ン
が
適
切
に
述
べ
て
居
る
如
く
、：

，

「

•
：

.個
人
的

®
素
は
社
會
科
學
の
對
象
を
決
定
す
る
爲
に
決
定
的
意
義
を
有
す
る
も
の
で
は
なs

。
可
ど
な
1
ば 

意
览
や
右
爲
の
純
你
人
的
規
^
.は
社
#
親
象
以
上

k

gが
る
も
の
で
あ
つ
て
、
特

k
之
を
特
徵
プ
け
る
i

Q
で
丈
な 

い
ヵ
、ら

で

あ

る

換

言
す
れ
ば
行
爲
の「

經
濟
的
M
則」

は
實
k
あ
ら
ゆ
る
合
SI
1
的
行
動
の
ー
般
的
原
則
で
あ
つ
て
、

特
k

w

#

的
な
る
.
交
易
の
み
の
原
則
で
は
なS

,

か
，ら
.
で
あ
：る
。
：經
'濟
學
(^
:

於
て
は
、
直

接
: ^

比
原
：則
_ I

般
に
關
系
が

ぁ

^
の
て
は
？

、
全

く1

足

の

態

樣

を

備

へ

た

社

富

交

一 
定
の
特

2

望

？

に
於
け
る
此
原
則
の 

I

定
の
表
譯
關
係
が
あ
る
の
で
あ
る
。
行
爲
の「

經
濟
的
性
質」

S

す
る
此
ー
般
的

個

人

產

的

.f

の

1

ょ
、
 

あ
ら
ゆ

6
翕

的

S

I

っ
5

謹

し

5

#

爲

S

S

M

fし
て
、
？

？

I

S

I
繼

 

に
必
|

原
則
で

t

_

s變

S
。

漭

し

、經
濟
學
的

£

奚

霖

の

特

？

條
件
付
け
る

|

で
は
な
ぐ
。

® 

f

 

W
ダ
の

.揭
®
は
多
個
人
的
.規
準
の
特
魏
性

k
依
っ
て
規
定
せ
ら
れ
る
の
で
は

f
し
て
、
其
北
へ
！；的
見
準
こ
 

侬
つ
て
規
宠
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
_
0

」

—
六〕

独
六
卜
>
日

0
ロ

5
 

尸
 

p
 

o
. 

S
.

1
00
5
，

忽
ら
ば
5

會

的

規

音

は

何

で

f

ふ

。
，、

」
s

論

問

が

次s

で
5

て
來
る
か
も
知
れ2

。

け
れW

益
で 

之
4

、
る
必
要
は
1

し
|
5

。
|

运

5

|

こ.
馨

的

原

則

」

の
方
2

的

襄

5

?

認
識
す

ば
來
5

考
へ
る
。
即

ち

苟

為

t

s

£

?
な
る「

S

的
規
準」

泛

拘

ら

ず

、
各

人

の

憲

並

&

動
に 

ィ
っ
？

せ
ら
る
、
も
の
で
-
^
f

す

れ

ば

1

走
の
耻
兪
現
象
を
硏
究
ず
.る
社
會
科
學
に
於
て
、其
對
象
に
#
理
的 

統

一

を
與
へ
る
S

A

S

f
行
f

 

S

す

る

i

の
規
f

方
法
論
的
前
提
ど
し
て
麗
す
る
I

は
當 

然
何
人
に
依
っ
て
も
承
認
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
g

t
ど
で
あ
る
の
で
あ
る
。
デ
ィ
ー
ル
が「

個
々
の
經
濟
、
個
々
の
领
營
、
 

.ィ
，
ジ
糸
汊
主
&
は
女
ダ
次
る
も
の
ビ
觚
も
，、
11
會
經
濟
的
觀
察
^
取
つ
て
は
常
^
唯
< 
一
の
大
な
る
全
©

の

r

M

R

過
ぎS

も
？

あ

へ

而

し

丢

個

々

の

經

營

2

1

晶

係

し

J

在

し

奚

？

依

っ

て

の

み

菩
々
k
収
っ
て

S

的
價
値
が
あ
る

L 
S
3
す
言
ふ
の
'を
聞

S

v

4ri
l人
は
決
し
て
.之
化
依
っ
て
經
濟
的
原
則
の 

第
二 

t
x卷

3
0

 1
)
；

舞

的

篇

S
義 

、
コ



辞
f
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'

經濟的鄭則の翁義

I S
H

T

I

m

ぬ
。
此

1

1

1

5

8
へ

て

居

盾

す

P

の

■

則t

ぼ
、

I

私
經
I

則

I

社

^
^

I

L

す 

露

象

f

 

f

 

f

)

l

i

l

 で 
L

! :
r

:

M

y

經

む

^

^

”
歷
u

M i
s

H

W

M

m

u

み
は
づ
し
て
し
ま
つ
g

爲
で
あ
る
。

l

i

l

f
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p

n

l l
9

9

i

l l
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!
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■

■

!

の
|

の
如
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ぃ
た
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丁

計

r

M
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S

I
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環
來
の
方
法

I

意
f

沒
I

f

 

?
歳
ね
ば

f

 

る

r

f

d

n

r

«
上
、

對
象
決
定
の
爲

s

i

1

定
■

的
前
提
が
必
要
で

n

I 1
,
，

l

p

"
麗

 
p

l.
!

^

r
 

/
/
I
l
f
R
矽
究
の

fc
を
尚
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。

前
し
て
此
認
識
對
象
は
共
具_

.. 

、
ゾ 

- 

•
 

•

的
ゼ
質
を
杣
象
し
去
れ
る
も
の 

<
し
て
觀
察
せ
：ら

--
5

、

も

の
な
の
で
あ
る
。
此
問
題
^
就
て
は
今
日
你
ほ
、
幾
多
の 

論

爭

の

：
存

す

る

'
所

で

あ
る
が
、
、

.

此
處
に
詳
：論
ず
る
：餘
裕
な：

さ
乙
と
を
遺
慽
<
す
る
。
他
日
稿
を
改
め
て
.之
が
解
叨
に 

資
す
る
所
存
、で
あ
る
。
./
'
:
.

独
七
-

K
.
o
e
M

v*
a
. 

a
.
-

〇
，
S
V 

99.

.
刚
記.
，一
钱
に.
ヵ
ッ
セ
ル
I
を
引
川
す.
る-「

典1

の
欲
S

足
の
爲
に
行
文
問
の
行
励
はJ

宛
の.
紐
織
を
必
管
す
る
。
此
紐
織
の
i

如
何 

は
魏
多
の
紳
濟
現
象
に
颇
る
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
。或
種
の
經
濟
的

现

象
は
全

く

經
濟
生

.

沾
の
耝
織
形

態

に

侬

つ

て

制

^

濟
に
取
つ
て
本
質
的
な
る
姐
晶
现
象
を
，
斯
る
本
質
的
な
る
も
の
ミ
し
て
特
镦
付
け
、
凡
つ
：91
に
諸
講
現
象
が
經
濟
組
織
形
態
か 

.ら
劁
合
に
獨.
立
せ
る
Trm
あ
る
と
ゴ
を
特
說
す
る
の
は
經
濟
學
に
取
つ
て
0?
迪
の
こ
3
で.
あ
る
。
之
を
怠
る
時.
は
、
動
々
も
すv
dr
s
r̂ 

、
論

亊
s
¥
に.
偶
然
の
紳
濟
紐
織
に
侬
つ
て
制
約
せ
，ら
る
、
も
の
で
：あ
つ
で
、
其

裏

に

は

”何
等
の
內
的
必
然
性
を
持
た
ぬ
も
の
で
あ 

る
-̂

©'
'-

>
奶
を
ズ|ず.
る:
.̂
2>
見
-̂

の
^
に1
^
生
^
の̂.
も
进
勒
な
る
本
質
^
^
 ̂

乂 

k
際
に
充
分
經
驗P立
.證
す
る
所
で
あ
る

„
o 
:
:饀
濟
學
の
'屮.
心
課
题
は
經
濟
的
必
然
蚀
を
發
見
し
*
總
濟
を
營
む
人
即
の
此
必
然
虫
へ 

の
服
從
を
確
足
す
る
と W  
に
在
る」

co, cassrTKeoretische  sozial

oskonom
ie,

日 Aup  S.  
7
00
丫
小
战
It
授「

經
^
IJ
n
n
、
一
 
〇 

:

:
丄

1
5 

'
ベ
 

_

は
此
意
见
に
全
く_

す
る
も
の
で
ぁ
っ
て
、
本
論
文
は
此
中
心
|

を
成
遂
げ
ん
シ
す
る1:

っ
の
遊
本
的
な
5

で
あ
る
。

贫
ニ..
十.
'プ
■卷
；、

(

六
.〇
三〕

.

經
濟
..
的
；原
則
；.の
...
意
；
奪
.
：
.
.
、
パ

 

第

四̂

.

八
九


